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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年６月30日

自 2023年１月１日
至 2023年６月30日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 6,022,045 6,442,251 11,937,385

経常利益又は経常損失(△) (千円) △126,338 217,311 161,288

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益

又は親会社株主に帰属する

四半期純損失(△)

(千円) △103,012 138,700 94,051

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △101,932 183,253 110,523

純資産額 (千円) 5,994,296 6,239,711 6,153,076

総資産額 (千円) 10,696,761 11,608,027 10,843,152

１株当たり四半期(当期)純利益

又は１株当たり四半期純損失(△)
(円) △19.19 25.84 17.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 56.0 53.8 56.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 592,985 672,571 376,436

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △215,096 △51,106 △136,828

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △174,581 72,953 △287,789

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,045,066 2,487,996 1,793,577
 

 

回次
第60期

第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △5.27 7.79
 

(注)１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第60期第２四半期連結累計期間は、１株当た

り四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第60期及び第61期第２四半期連結

累計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

 

（1）財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産額は、11,608百万円となり、前連結会計年度末と比べ764百万円の増

加となりました。これは仕掛品が133百万円、受取手形及び売掛金が80百万円減少した一方で、現金及び預金が694

百万円、電子記録債権が257百万円増加したこと等によるものであります。

負債総額は、5,368百万円となり、前連結会計年度末と比べ678百万円の増加となりました。これは賞与引当金が

337百万円、未払法人税等が167百万円、長期借入金が139百万円増加したこと等によるものであります。

純資産総額は、6,239百万円となり、前連結会計年度末と比べ86百万円の増加となりました。これは親会社株主に

帰属する四半期純利益138百万円の計上と配当金96百万円の支払に加え、その他有価証券評価差額金が39百万円増加

したことによるものであります。

 

（2）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関する行動制限の緩和により経

済社会活動の正常化が進み、緩やかな回復基調となりました。その一方で、ウクライナ情勢の長期化による原油価

格・原材料価格の高騰や世界的な金融引き締め等による景気の下振れが懸念されており、その先行きは依然として

不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは新規部門の収益改善、ストック市場へのアプローチの強化及び生産性の向

上に取り組んでまいりました。新規販売においては収益改善のため、選別受注・採算管理の強化を継続するととも

に、仕入価格の上昇に対する適正な価格転嫁に努めております。また、収益基盤であるストック市場においてはリ

ニューアルの受注推進及び「Fi-R」（IoTを活用し、従来の年３回から年１回点検を可能とする保守サービス）の浸

透、保守契約率の向上に注力しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は6,442百万円（前年同四半期比7.0％増）、営

業利益は193百万円（前年同四半期は151百万円の営業損失）、経常利益は217百万円（前年同四半期は126百万円の

経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は138百万円（前年同四半期は103百万円の親会社株主に帰属する

四半期純損失）となりました。

なお、前第２四半期連結累計期間は工事損失引当金の見積り方法変更により、工事損失引当金繰入額252百万円を

売上原価に計上しましたが、この変更による影響は前期一過性のもの（当第２四半期連結累計期間の工事損失引当

金繰入額は△34百万円（△は戻入額））であることから大幅な増益となりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　自動ドア関連

リニューアル受注の好調な推移及び保守契約台数の増加により、売上高は4,143百万円（前年同四半期比

5.5％増）となりました。利益につきましては、リニューアル売上の増加及び工事損失引当金繰入額の減少（前

年同四半期比100百万円減）等により、セグメント利益（営業利益）は1,009百万円（前年同四半期比19.4％

増）となりました。
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②　建具関連

好調な受注状況が継続しており、売上高は1,898百万円（前年同四半期比4.5％増）となりました。利益につ

きましては、工事損失引当金繰入額の減少（前年同四半期比182百万円減）及び連結子会社の工場稼働率の向上

等により、セグメント損失（営業損失）は81百万円（前年同四半期は303百万円のセグメント損失（営業損

失））となりました。

③　その他

セキュリティゲートの大型物件の売上計上により、売上高は400百万円（前年同四半期比43.8％増）、セグメ

ント利益（営業利益）は31百万円（前年同四半期比17.0％増）となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、2,487百万円となり、前連結

会計年度末に比べ694百万円増加しました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は672百万円（前年同四半期比13.4％増）とな

りました。

収入の主な内訳は、賞与引当金の増加額337百万円、税金等調整前四半期純利益217百万円、棚卸資産の減少額

111百万円、その他の資産の減少額100百万円、減価償却費81百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加

額177百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は51百万円（前年同四半期比76.2％減）とな

りました。

支出の主な内訳は、無形固定資産の取得による支出24百万円、有形固定資産の取得による支出14百万円であり

ます。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果獲得した資金は72百万円（前年同四半期は174百万円の使

用）となりました。

収入の主な内訳は、長期借入れによる収入200百万円であり、支出の主な内訳は、配当金の支払額96百万円、長

期借入金の返済による支出28百万円であります。

 
（4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

フルテック株式会社(E33009)

四半期報告書

 5/23



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,367,800 5,367,800
東京証券取引所スタンダード市場
札幌証券取引所

単元株式数　100株

計 5,367,800 5,367,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年６月30日 ― 5,367,800 ― 329,304 ― 279,304
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(5) 【大株主の状況】

　2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社ウェルマックス 北海道札幌市中央区南一条東二丁目８番２ 1,165 21.72

古野　重幸 北海道札幌市豊平区 470 8.76

古野　豊 北海道札幌市東区 326 6.07

フルテック従業員持株会 北海道札幌市中央区南一条東二丁目８番２ 304 5.67

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 221 4.12

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 198 3.69

古野　元昭 北海道札幌市厚別区 183 3.41

秋元　正雄 宮城県仙台市若林区 162 3.02

株式会社北海道銀行 北海道札幌市中央区大通西４丁目１番地 162 3.02

古野　直樹 東京都武蔵野市 136 2.53

計 ― 3,328 62.01
 

 

EDINET提出書類

フルテック株式会社(E33009)

四半期報告書

 7/23



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株でありま
す。

100

完全議決権株式(その他)
普通株式

53,644 同上
5,364,400

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
3,300

発行済株式総数 5,367,800 ― ―

総株主の議決権 ― 53,644 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
フルテック株式会社

北海道札幌市中央区北13条
西17丁目１番31号

100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年１月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、監査法人銀河による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,813,092 2,507,511

  受取手形及び売掛金 1,583,361 1,502,621

  電子記録債権 545,313 803,193

  仕掛品 1,513,933 1,380,847

  原材料及び貯蔵品 252,264 273,981

  その他 657,315 546,496

  貸倒引当金 △1,678 △1,741

  流動資産合計 6,363,603 7,012,910

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,377,796 1,337,699

   土地 1,414,325 1,414,325

   その他（純額） 93,951 91,987

   有形固定資産合計 2,886,074 2,844,011

  無形固定資産   

   その他 569,025 559,722

   無形固定資産合計 569,025 559,722

  投資その他の資産   

   その他 1,044,386 1,211,536

   貸倒引当金 △19,936 △20,153

   投資その他の資産合計 1,024,449 1,191,383

  固定資産合計 4,479,548 4,595,116

 資産合計 10,843,152 11,608,027
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,157,677 1,061,702

  電子記録債務 1,412,293 1,486,276

  短期借入金 27,992 60,072

  未払法人税等 51,742 219,461

  賞与引当金 - 337,614

  製品保証引当金 2,006 2,104

  工事損失引当金 254,550 239,937

  その他 1,263,424 1,297,410

  流動負債合計 4,169,685 4,704,578

 固定負債   

  長期借入金 43,356 183,260

  役員退職慰労引当金 272,820 283,419

  退職給付に係る負債 185,035 180,560

  その他 19,179 16,497

  固定負債合計 520,390 663,736

 負債合計 4,690,075 5,368,315

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 329,304 329,304

  資本剰余金 289,864 289,864

  利益剰余金 5,447,595 5,489,679

  自己株式 △232 △232

  株主資本合計 6,066,531 6,108,615

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 117,211 156,818

  退職給付に係る調整累計額 △30,667 △25,722

  その他の包括利益累計額合計 86,544 131,096

 純資産合計 6,153,076 6,239,711

負債純資産合計 10,843,152 11,608,027
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 6,022,045 6,442,251

売上原価 4,385,992 4,490,197

売上総利益 1,636,053 1,952,054

販売費及び一般管理費   

 製品保証引当金繰入額 50 98

 給料及び手当 667,142 674,912

 賞与引当金繰入額 145,170 145,878

 退職給付費用 27,719 27,747

 役員退職慰労引当金繰入額 11,298 10,599

 貸倒引当金繰入額 - 280

 その他 935,724 899,249

 販売費及び一般管理費合計 1,787,105 1,758,764

営業利益又は営業損失（△） △151,051 193,290

営業外収益   

 受取利息 35 31

 受取配当金 5,590 6,080

 貸倒引当金戻入額 188 -

 作業くず売却益 13,089 11,523

 その他 7,929 7,316

 営業外収益合計 26,833 24,952

営業外費用   

 支払利息 566 669

 リース解約損 - 206

 解決金 1,547 -

 その他 5 56

 営業外費用合計 2,119 931

経常利益又は経常損失（△） △126,338 217,311

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 1,072

 特別利益合計 - 1,072

特別損失   

 固定資産除却損 502 1,281

 特別損失合計 502 1,281

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△126,840 217,102

法人税、住民税及び事業税 154,101 197,221

法人税等調整額 △177,929 △118,819

法人税等合計 △23,828 78,401

四半期純利益又は四半期純損失（△） △103,012 138,700

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△103,012 138,700
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △103,012 138,700

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,084 39,607

 退職給付に係る調整額 5,164 4,945

 その他の包括利益合計 1,079 44,552

四半期包括利益 △101,932 183,253

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △101,932 183,253
 

EDINET提出書類

フルテック株式会社(E33009)

四半期報告書

13/23



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△126,840 217,102

 減価償却費 75,389 81,851

 固定資産除却損 502 1,281

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △213 280

 賞与引当金の増減額（△は減少） 336,462 337,614

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,298 10,599

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,302 2,630

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △86,406 △14,613

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 50 98

 受取利息及び受取配当金 △5,625 △6,112

 支払利息 566 669

 投資有価証券売却損益（△は益） - △1,072

 売上債権の増減額（△は増加） 182,946 △177,140

 棚卸資産の増減額（△は増加） 619,065 111,369

 仕入債務の増減額（△は減少） △234,470 △21,260

 未払消費税等の増減額（△は減少） △1,512 △1,785

 その他の資産の増減額（△は増加） 136,576 100,373

 その他の負債の増減額（△は減少） △205,291 46,520

 その他 301 311

 小計 713,100 688,717

 利息及び配当金の受取額 5,625 6,097

 利息の支払額 △566 △669

 法人税等の支払額 △125,174 △32,144

 法人税等の還付額 - 10,570

 営業活動によるキャッシュ・フロー 592,985 672,571

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,600 △1,600

 定期預金の払戻による収入 1,600 1,600

 有形固定資産の取得による支出 △56,718 △14,558

 無形固定資産の取得による支出 △140,936 △24,160

 投資有価証券の売却による収入 - 1,312

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,553 △727

 敷金及び保証金の回収による収入 1,815 1,769

 保険積立金の積立による支出 △13,100 △8,700

 その他 △4,602 △6,041

 投資活動によるキャッシュ・フロー △215,096 △51,106
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 - 200,000

 長期借入金の返済による支出 △76,770 △28,016

 リース債務の返済による支出 △1,164 △2,429

 配当金の支払額 △96,646 △96,600

 財務活動によるキャッシュ・フロー △174,581 72,953

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 203,307 694,418

現金及び現金同等物の期首残高 1,841,758 1,793,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,045,066 ※  2,487,996
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

現金及び預金 2,064,581千円 2,507,511千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △19,514 〃 △19,515 〃

現金及び現金同等物 2,045,066千円 2,487,996千円
 

　

(株主資本等関係)

 前第２四半期連結累計期間(自 2022年１月１日　至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月30日
定時株主総会

普通株式 96,617 18 2021年12月31日 2022年３月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年８月５日
取締役会

普通株式 53,676 10 2022年６月30日 2022年９月５日 利益剰余金
 

 
 当第２四半期連結累計期間(自 2023年１月１日　至 2023年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月30日
定時株主総会

普通株式 96,617 18 2022年12月31日 2023年３月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年８月９日
取締役会

普通株式 53,676 10 2023年６月30日 2023年９月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第２四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高      

一時点で移転される財又は
サービス

2,150,892 1,817,223 3,968,116 237,263 4,205,379

一定の期間にわたり移転さ
れるサービス

1,775,449 － 1,775,449 41,216 1,816,665

顧客との契約から生じる
収益

3,926,341 1,817,223 5,743,565 278,480 6,022,045

その他の収益 － － － － －

 外部顧客への売上高 3,926,341 1,817,223 5,743,565 278,480 6,022,045

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － 12,507 12,507

計 3,926,341 1,817,223 5,743,565 290,987 6,034,553

　セグメント利益
　又は損失（△）

846,002 △303,057 542,945 27,208 570,154
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 542,945

「その他」の区分の利益 27,208

全社費用(注) △791,420

棚卸資産の調整額 52,214

その他の調整額 18,000

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △151,051
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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 当第２四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高      

一時点で移転される財又は
サービス

2,334,743 1,898,153 4,232,896 360,068 4,592,965

一定の期間にわたり移転さ
れるサービス

1,808,943 － 1,808,943 40,343 1,849,286

顧客との契約から生じる
収益

4,143,686 1,898,153 6,041,839 400,412 6,442,251

その他の収益 － － － － －

 外部顧客への売上高 4,143,686 1,898,153 6,041,839 400,412 6,442,251

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － 14,793 14,793

計 4,143,686 1,898,153 6,041,839 415,205 6,457,045

　セグメント利益
　又は損失（△）

1,009,839 △81,097 928,741 31,830 960,571
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 928,741

「その他」の区分の利益 31,830

全社費用(注) △774,387

棚卸資産の調整額 △10,893

その他の調整額 18,000

四半期連結損益計算書の営業利益 193,290
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

△19円19銭 25円84銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

△103,012 138,700

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

△103,012 138,700

普通株式の期中平均株式数(株) 5,367,650 5,367,650
 

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については１株当たり四半期純損失であ

り、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益については潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第61期（2023年１月１日から2023年12月31日まで）中間配当について、2023年８月９日開催の取締役会において、

2023年６月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

①　配当金の総額                              　53,676千円

②　１株当たりの金額      　                     10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　2023年９月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2023年８月９日

フルテック株式会社

取締役会  御中

　

監査法人　銀　河
 

                                    　北海道事務所

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 谷   口   雅   子  

 

　

業務執行社員  公認会計士 弓   立   恵   亮  
 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフルテック株

式会社の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から

2023年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フルテック株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

 
以 上

　
 

(注)１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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